
令和３(2021)年度第２回栃木県農村地域資源保全向上対策委員会の結果概要について 

栃木県農政部 

 

１ 開催日時 令和３(2021)年 12月 20日（月）10:00～11:45 

２ 開催場所 栃木県庁北別館会議室203 

３ 出 席 者 栃木県農村地域資源保全向上対策委員会委員４名 

       県関係者５名 

４ 内  容 

 （１）議題 

・多面的機能支払 中間評価について 

   ・多面的機能支払 県基本方針の見直しについて 

 （２）報告事項 

   ・環境保全型農業直接支払交付金事業に係る「生物多様性保全効果測定調査」の調査結果について 

５ 結果概要 

 ○多面的機能支払 中間評価について 

  活動組織から報告のあった活動実績及び県が実施したアンケート結果等を基に、中間評価（案）を提示

し、評価をいただいた。主な意見は以下のとおり。 

 ・活動組織を広域化した場合のメリットや集落に及ぼす影響について、よく調査していく必要がある。 

・活動組織ごとに取組の内容や規模に違いがあるため、地域の実情に合った分析をしていく必要がある。 

  

 ○多面的機能支払 県基本方針の見直しについて 

  県基本方針の見直しについて事務局（案）を提示し、課題の解決に向けた意見や助言をいただいた。  

主な意見は以下のとおり。 

 ・活動組織と担い手とが連携した地域全体の保全管理体制の構築にあたっては、実証を行い、地域に合っ

た方法を検討していくべき。 

 ・草刈りなど共同活動の活性化に向けた取組の推進にあたっては、活動組織と企業等が連携した地域活動 

を実施できるよう、重点的に取り組んではどうか。 

 ・活動組織における女性役員の登用を促進するため、ルールづくり等について議論していく必要がある。 

 

 ○環境保全型農業直接支払交付金事業に係る「生物多様性保全効果測定調査」の調査結果について 

  調査結果についてデータや写真を提示し、意見をいただいた。主な意見は以下のとおり。 

 ・当該調査について、植物や昆虫などは地域によっても差が出やすく、周辺環境の影響も受けやすいため、

数字に出にくいところがあると思う。その中で今回の結果は、実態に近い形で得られていると思う。 


